
コリントの信徒への手紙二4章18節（新共同訳）

わたしたちは見えるものではなく、
見えないものに目を注ぎます。
見えるものは過ぎ去りますが、
見えないものは永遠に存続するからです。

2 Corinthians 4:18（ New King James Version）

While we do not look at the things which are seen, 
but at the things which are not seen.
For the things which are seen are temporary, 
but the things which are not seen are eternal.

～ 一粒の麦から ～

【“一粒の麦”について】
「一粒の麦」は、イエス・キリストが言われた「一粒の
麦は、地に落ちて死ななければ、一粒の麦のままで
ある。だが、死ねば、多くの実を結ぶ」を語源としたも
のです。広い世界の中で、西南学院は「一粒の麦」で
あり、西南学院で学ぶ一人ひとりもまた「一粒の麦」
と言えます。「一粒の麦」が持つ可能性を信じ、社会
のために尽くしていくことこそが創立者の思いであ
り、今もなお大切に受け継がれています。
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今井 尚生

西南学院 院長

School Organization Chart

1万人を超える学生、生徒、児童、園児が通う西南学院。
西南学院は、保育所・幼稚園から大学・大学院までを擁する全国でも数少ない総合学園です。
保育所から大学院まで一貫した理念に基づいて、保育、教育を実施しています。   ※データは2026年7月現在

西南学院大学
学生数：約8,400人

1949年開設。人文・社会科学系の総合大学です。開
学当時からキリスト教に基づく人格教育を実践して
きました。また、1971年に他大学に先駆けて国際交
流制度を導入し、外国語教育をはじめとする国際
教育の充実・向上を図っています。長年にわたって
培われてきた伝統は、社会的に高く評価されてお
り、同窓生たちは、九州の経済界をはじめ、教育、
マスコミ、法曹、福祉など多方面で活躍しています。

全学年、毎日1限目から7限目まで7時間の授業が行
われています（月曜のみ8時間）。多様化する大学入
試にも対応できるように、習熟度や進度の違いに
配慮して授業を実施しています。知識の習得はもち
ろん、物事の善し悪しを判断する知恵と「自分にし
てほしいことを隣人に行う」という積極的な生き方
を身に付け、それをいかに社会で生かしていくかを
学びます。

一人ひとりが授かった能力や個性を最大限に伸ば
すことができる教育を目指し、中高一貫教育を実施
しています。6年間にわたるゆとりあるカリキュラム
と恵まれた環境の中で、生徒たちが自ら考え、自発
的に学ぶ姿勢を身に付けると同時に、聖書の学び
やクラブ活動、国際交流、ボランティア活動等を通
して、豊かな人格形成ができるように配慮した教育
を実施しています。

2010年に開校した、西南学院の中で最も新しい学
校です。心身ともに成長著しい小学校の課程にお
いて、キリスト教の精神に基づいた教育理念のもと
に「隣人愛を育む」「知恵を育む」ことを目標として、
平和な未来を創る子どもたちの育成に努めていま
す。環境に配慮して設計された校舎内のアトリウム
は常にやわらかな光が注ぎ、約2万7千冊の蔵書を
誇る図書館や、毎朝のチャペルを中心に、日々教育
の質的向上が図られています。

福岡市内で最も歴史のあるキリスト教主義の幼稚
園です。「心ゆたかでたくましいひかりのこ」を目指
して、太陽と土と水と緑に触れながら感性豊かに
育ち合う子どもたちを育成しています。一人ひとり
の子どもの気持ちをくみ取ることができるよう、各
クラスを複数担任で受け持っています。思いやりの
心を培いながら、個性豊かに伸び伸びと生きていく
力を育む保育を実践しています。

0歳児から5歳児までの園児が長時間生活する場と
して、家庭的な雰囲気ときめ細かな育児を心がけ
ています。「神様に愛され守られて成長していく一人
ひとりの子どもを大切に」というキリスト教を礎と
した保育理念を柱に、子どもたちが神様の深い愛
に包まれている安心感を持ちながら、生きる力の基
礎となる心の土台を育んでほしいと願い、保育を進
めています。

西南学院中学校・高等学校
【高等学校】 生徒数：約1,310人 【中学校】 生徒数：約650人

西南学院小学校
児童数：約430人

舞鶴幼稚園
園児数：約130人

早緑子供の園（保育所）
園児数：約100人
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　この世のさまざまなものが私たちの目を奪うのは、昔も今も変わり
ません。それは、五感の中でも視覚から得られる情報量は最も多く、しかも
瞬時に判断を下せるからです。他方、聴覚を通してまとまりのある情報
を得ようとすれば、ある程度それに耳を傾けて考える時間が必要に
なります。ただし、視覚情報は瞬時にもたらされるとはいえ、それが
判断の根拠として、事柄の正しい理解につながるかは、別問題です。

　SNSをはじめとする映像技術の発達した今日、見た目だけのもの
に心を奪われる、ルッキズムが私たちの文化に大きな影響を与える
ようになりました。しかし、聖書はいにしえから、本当に大切なもの、
永遠に存続するものに目を注ぐようにと、私たちに語りかけています。
子どもたちに本当に価値のあるものを教えるとともに、私たち大人も
また、永遠なるものに心を寄せて生きていきたいものです。
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野菜が育つ過程を見ることで愛着や興味が増し
心身の健やかさを支える食事に感謝の気持ちを持つように
　心身の成長に必要な栄養をバ
ランス良く取れる献立はもちろん
のこと、発達に合わせた硬さや大
きさ、形状のものを提供していま
す。姿勢良く食べられるように、体
に合った椅子とテーブル、子ども
が扱いやすいスプーンや陶器の
食器を使います。
　トウモロコシやソラマメの皮む
きなどを子どもたち自身で行うこ
とで、食材に親しみを持つきっか
けになり、苦手な食材でも食べて
みようと意欲を見せることも多い
です。園庭のプランターでミニトマ

トやオクラなどの野菜を育て、成
長の過程を見ることで食への関
心や食べ物を大切にする気持ち
を育みます。
　また、食前のお祈りを通じて、
神様や生産者、調理をしてくれた
方への感謝の気持ちを持つ機会
も重んじています。年長児が年少
児に配膳をしたりマナーを教えた
りと、食事の時間が人と関わり、安
心や愛情を感じられる時間である
ことも伝わるような工夫をしてい
ます。

園庭の桑の実。食べたことがないものや
苦手なものも「みんな一緒なら」と
挑戦する気持ちに

地域の農家の方を講師に迎え、
献立に取り入れられている地元
の食材と、地域社会との結びつき
についての学びを大切に

みんなで大事に
育てた野菜を食べて
心も体も健やかに

感謝の気持ちを忘れずに
「いただきます」

［特  集］ 早 緑 子 供 の 園

食西 南 学 院 と

舞 鶴 幼 稚 園

みんなで料理するひとときも宝物。
毎日の食事を、おいしく楽しい時間に。
　舞鶴幼稚園では、子どもたちが
協力しながら料理をする活動を
行っています。保育の中で料理に
取り組む体験には、さまざまな学
びがあります。包丁をはじめとした
調理道具を実際に使い「食材を小
さくすると食べやすい」「調味料を
加えたり、焼いたりするとおいしくな
る」という気付きや発見があります。
献立も子どもたち自身で考えるな

ど、主体性を大切にしています。
　年少のうちは先生が調理をす
る様子を見るのが中心ですが、学
年が上がるにつれて自分たちで皮
をむいたり、ちぎったり切ったり、
時には町に出かけて食材の調達
の仕方を学ぶこともあります。み
んなで共同作業をすることで、協
力して一つの料理を作り上げる達
成感を得られ、仲間関係の構築に

もつながります。園庭に実った桑
の実をジャムにすることや、自分
たちで育てたピーマンやナスを料
理して食べることもあります。
　料理についての知識や学びだ
けでなく、料理や食事の時間が楽
しく感じられ、食の喜びやおいし
さに対する興味や関心が広がる
きっかけにもなっています。

食材に触れ、共に作り、同じ食卓を囲む。
そんな一つひとつの経験が、食べる喜びや人と人とのつながりを育みます。
西南学院では、生活や学びの中で「食」を身近に感じる機会を入り口に、
心身を育てる食への興味や、
感謝の心を育むことを大切にしています。

みん
なで作

ると楽しいね！

西 南 学 院 小 学 校

食を囲む時間で人とのつながりを育み
感謝の心と健やかな成長を支える給食
　西南学院小学校の給食は、
栄養バランスが取れた献立に加
え、季節の食材や行事食、郷土料
理、世界の料理などを通じて、多
様な食文化に親しむ機会になっ
ています。
　ランチルームでの縦割り給食で
は、学年が異なる仲間と食卓を囲
むことで、自然と隣人愛や協調
性、励まし合う気持ちが育まれま
す。1年生は6年生に配膳を手伝っ
てもらいながら少しずつやり方や
マナーを覚え、学年が上がるにつ
れて自分たちで役割をこなせるよ
うになります。また、小食や好き嫌
いに不安を感じる児童も、周りの
友達に励まされながら、少しずつ
食べる喜びを見つけています。

　食前には栄養教諭からその日の
メニューの栄養やおいしさのポイ
ントについての解説を聞き、ご飯と
おかずを組み合わせながら味わう
日本ならではの「口中調味」を通じ
て、味の発見や食の魅力に気付け
る機会を設けています。
　さらに、食の大切さやフードロス
について考えたり、地域の果樹園
や農園、漁師、水産加工会社の
方々を講師として招いたり、毎年1
月の「全国学校給食週間」には給
食室の方々や食材を届けてくれる
方々へ感謝のメッセージを送ったり
するなど、小学校の給食は社会と
のつながりを感じながら食の魅力
に触れる時間になっています。

異なる学年で食卓を囲み、
思いやりや協力する心を育む縦割り給食

旬の食材や郷土料理から食文化への興味を深めるとともに、
下ごしらえ（皮むき）を体験したグリーンピースを取り入れた献立

熱いから気をつけてね

（保育所）
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西南学院で学び、さまざまな場所や分野で
個性を輝かせている卒業生の皆さんに、
今のお仕事の話や在学中の思い出を語っていただきます。

短く分かりやすい言葉を選び
伝わっているか
確認することも大事
―カシャ 学生に何かを伝えるとき、私が大
切にしているのは言葉の選び方です。曖昧
な表現ではなく、分かりやすい言葉を選
び、できるだけ短く伝えることを意識しま
す。「本音と建前」の「本音」を軸にする方が
伝わりやすいように思います。
―興梠  幼稚園でも子どもにとって分かり
やすい言葉選びを大切にしています。子ど
もたちは、友達と関わる中で「もう一生遊
ばない」「もう友達じゃない」とつい強い言
葉を使ってしまうことがあります。しかし、
よく聞くとただ意見が違って嫌だっただけ
という場合も多いんです。そういうとき、私
たち大人は頭ごなしに止めるのではなく、
「意見を聞いてほしかったんだね」と気持
ちを受け止め、次に、せっかく自分の胸に
芽生えた気持ちをどう言えば相手に伝わ
るか、子どもと一緒に考えます。
―カシャ  相手がどのくらい理解している
か、反応を確認しながら伝えることも大切
ですね。私の外国語の授業では学生も英
語を使いますが、都度内容がきちんと伝
わっているか細かく確認します。テーマに
合わせた複雑な議論を複数人でまとめて
いくのは母語ではない言語だと難しい部分
もあるので、私も日本語でまとめたり、理解
度に合わせてパワーポイントや動画を使っ
たり、想像しやすくする工夫もしています。
―興梠 視覚的教材は子どもたちにも欠か

せません。聖話では紙芝居やペープサー
トを使いますし、みんなで料理をする活動
では言葉で説明するだけでなく、これか
らやることや道具を目の前で見せながら
簡潔に説明します。言葉で伝える際も「朝
の準備をして」だけで分かる子もいれば
「タオルを出そう」「植物の水やりをしよ
う」と一つずつ伝えた方が良い子もいま

す。その子の成長
や性格に合わせ、
言葉や順番を変
えています。
―カシャ 園児も大
学生も短く分かり
やすく伝える方が
いいし、今ちゃん
と伝わっているか
なと表情や反応を
見ながら進めた方
が望ましい点は共
通していますね。

相手の気持ちを受け止め
伝わる形を一緒に考える
―興梠 伝える前に環境を整えることも大

切です。騒がしい環境で話してもなかなか
伝わらないので、まず手遊びをして注目を
集めたり、視界に動くものがない白壁を背
景にして話すなど工夫したりします。小さな
工夫一つでも伝わり方は変わりますね。
―カシャ 大学生でも、発表の場を整える必
要があります。いきなり難しい発表をさせず
に、まず学生同士で話す時間を設け、リー
ダーを決めてグループで意見をまとめます。
人前で話すことに緊張する学生には、最初
は先生の前だけで、次は友達と一緒にな
ど、段階をつくります。
―興梠  幼稚園でも、みんなの前で話すの
が苦手な子には「先生と一緒に言う？」と寄
り添いつつ、自主性をもって臨めるようにサ
ポートします。ただ、何も言わないと相手に
は伝わらないので、YESかNOだけでも伝え
ることの大切さは繰り返し話します。子ども
が自分から「先生」と小さなことでも伝えに
来てくれたときは、まず「教えてくれてありがと
う」と気持ちを受け止めるようにしています。
―カシャ 伝えることは、一方的に言葉を投
げることではなく、お互いに対話することで
す。沈黙に意味がある場合もありますが、相
手がどう受け取るかを考え、反応を返し合
うことは大切です。幼稚園でも大学でも、相
手に届く形を考え、安心して言葉を交わせ
る関係をつくることが伝える力、そして人と
関わる力の土台になるのだと思います。

西南学院の大学・各学校・園・保育所では、
学生、生徒、児童、園児の成長のために教職員が一丸となり、

より良い教育を目指して
日々さまざまな取り組みを行っています。

学びの現場から

西南学院大学 
外国語学部 外国語学科 教授

ユスチナ・ベロニカ・カシャ

舞鶴幼稚園 
年中 担任

興梠 美潮
こうろき     みしお

子どもたちの理解を助けるため、素話ではなく、視覚教材を使って聖話を語りかけます豊かなコミュニケーションには、母語と外国語の両方を理解することが欠かせません
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「伝え方」
今回のテーマは

　1992年にカゴメ株式会社へ入社して以来、ほとんどの
キャリアを営業職として歩んできました。東京、大阪での勤
務を経て、2024年10月に福岡へ戻り、現在は九州支店長
として九州・沖縄の卸店、小売業、ユーザーなどにカゴメ商
品の価値や野菜を摂取することの大切さを伝えています。
60人弱の支店を率いる事業所長を務めるのは初めてです
が、社内外への責任を感じながらも、社員やお客さまと近
い距離で関われる九州支店での仕事は大きなやりがいに
なっています。東京や大阪ではあまり話題に上がらなかった
出身大学も、九州ではお客さまとの会話のきっかけになり距
離が縮まることも多く新鮮に感じています。
　私は、大学受験の際に一浪したのですが、先に現役で入
学していた友人から聞く評判の良さに親しみを感じ、西南
学院大学への進学を決めたんです。1989年に福岡市で開
催された「アジア太平洋博覧会（通称：よかトピア）」で百
道が盛り上がる様子を間近で見られたのは忘れられませ
ん。「よかトピア」開催を機に建てられた福岡タワーは今も
福岡の顔の一つですよね。
　在学中は、家庭教師や健康ランドのフロント、ビアガーデ
ンのスタッフ、塾講師など、さまざまなアルバイトを経験しま
した。サービス業でお客さまや社員の方 と々接し、社会には
多様な人がいることを実感できた経験が社会に出る上での
土台になったと感じています。また、今はもうなくなってし
まった、屋外活動のサークルに属し、大学祭でお化け屋敷
や手相占いを企画したのも良い思い出です。サークルや
学部の友人とは、卒業から30年以上を経た今もつながって
います。
　就職活動当時はいわゆるバブル期で、「好景気がずっと
続くとは限らないが、人は食べないと生きていけないとい
う事実は変わらない」と感じていました。当時の私は若く、

自身の食生活に気を配ることはなかったものの「せっかく
食べるなら健康に良いものを」という思いを胸に、カゴメ
に入社したんです。
　学生時代に学んだことで今につながるのは、浪人時代の
苦労を経て身に付けた、目的から逆算して行動する「段取
り力」です。「もう勉強で苦労はしたくない」と感じ、大学で
は一生懸命に授業に取り組み、3年次までに単位を取り終
えました。加えて、少年時代から続けていた野球でピッ
チャーとして培った「相手の心理を読む力」も今の仕事に
生かされています。お客さまのニーズをつかみ、想定外の事

態にも柔軟に対応しつつ、自分の譲れない部分も同時に貫
く。30年余りの営業経験で、数字だけでなく、継続的な関
係づくりを大切にしてきました。
　現場が好きで、これからも現場に近いところで働き続け
たいという思いは変わりませんが、今は、後進の成長や活
躍を見守り、自身の経験を還元していくことにも喜びを感じ
ています。西南学院で学ぶ皆さんにも、食と健康は日常の
活動のベースであることを意識して食を大切にしつつ、多く
の人と関わりながら、相手の話に耳を傾け、興味・関心のア
ンテナを高くしてほしいですね。応援しています。

西南学院の校旗に見守られての卒業式。

( Memories ) ( Memories )

時代が変わっても変わらない
大切な食の価値を守り続けたい

松行 康二さん

まつゆき     こうじ

カゴメ株式会社  九州支店長

西南学院大学  経済学部  経済学科
1992年卒業

1992年にカゴメ株式会社へ入社。東京・大阪を中心に営業職と
して勤務し、2024年10月より九州支店長に就任。九州・沖縄の
卸店、小売業、ユーザーを中心にカゴメ商品の価値や野菜を摂
取することの大切さを伝え続けている。

旧図書館前で友人たちと撮った思い出の一枚
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